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平成 30 年 10 月 30 日 

各      位 

会 社 名 株  式  会  社   ム  サ  シ 

代表者名 代表取締役社長 羽  鳥  雅  孝 

(JASDAQ・コード番号 ７５２１) 

問合せ先 常務取締役財務部長 村 田  進  

T E L 03-3546-7710 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 30 年８月７日に公表いたしました平成 31 年３月期（平成 30

年４月１日～平成 31 年３月 31 日）連結業績予想および平成 30 年５月 15 日公表の平成 31 年３月

期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）個別業績予想を下記のとおり修正することといた

しましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 31 年３月期連結業績予想の修正 

第２四半期累計（平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日） 

            売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

19,144 

百万円 

301 

百万円 

324 

百万円 

180 

円 銭 

24.18 

今回修正予想（Ｂ） 17,611 △70 △30 4 0.54 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,533 △371 △354 △176 － 

増 減 率（％） △8.0 － － △97.8 － 

ご参考：前期実績 

（平成 29 年 9 月） 
16,124 △92 △50 68 9.21 
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通期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）                                                       

            売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益      

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

39,326 

百万円 

771 

百万円 

825 

百万円 

480 

円 銭 

64.49 

今回修正予想（Ｂ） 37,423 388 452 291 39.09 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,903 △383 △373 △189 － 

増 減 率（％） △4.8 △49.7 △45.2 △39.4 － 

ご参考：前期実績 

（平成 30 年 3 月） 
37,298 960 1,059 742 99.70 

 

２．平成 31 年３月期個別業績予想の修正 

第２四半期累計（平成 30 年４月１日～平成 30 年９月 30 日）                                             

            売 上 高      経 常 利 益      
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

15,100 

百万円 

212 

百万円 

127 

円 銭 

17.06 

今回修正予想（Ｂ） 13,708 46 124 16.66 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,392 △166 △3 － 

増 減 率（％） △9.2 △78.3 △2.4 － 

ご参考：前期実績 

（平成 29 年 9 月） 
14,442 10 125 16.85 

 

通期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）                                                       

            売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

31,000 

百万円 

444 

百万円 

268 

円 銭 

36.00 

今回修正予想（Ｂ） 29,408 248 250 33.59 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,592 △196 △18 － 

増 減 率（％） △5.1 △44.1 △6.7 － 

ご参考：前期実績 

（平成 30 年 3 月） 
31,104 583 498 66.92 
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３．修正の理由 

 

（第２四半期累計期間業績予想の修正） 

第２四半期累計期間の連結売上高は、全国の地方選挙向けに選挙機材の販売は好調に推移し

たものの、印刷機器・材料の販売が予想以上の需要低迷と販売単価下落等により落ち込んだ

ほか、文書のデジタル化事業においても大型案件の減少影響を受けるなど低調に推移いたし

ました。 

利益面では、印刷機器・材料の販売減に伴う収益性の低下と、選挙機材を除く各商品の販売

が低調に推移したことにより営業損失となりました。なお、「親会社株主に帰属する四半期

純利益」には投資有価証券売却益（1億 11 百万円）を特別利益に計上した影響が含まれてい

ます。 

また、個別業績につきましても連結業績と同様の理由により、前回予想を修正いたします。 

 

（通期業績予想の修正） 

通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績見込み及び足元の市場環境等に

基づく下期見通しを勘案し、前回予想を修正いたします。 

 

 

（注）本資料に記載されている予想値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


